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開催主旨： 
近年、パリ協定に基づき、建築物の更なる省エネルギー化を達成するための施策が世界各国で展開さ
れており、ZEB（Zero Energy Building）等の高い省エネルギー性能を有する建築物が増えつつありま
す。また、快適性や生産性の向上といった、省エネルギー性能以外に関する要求も高まりつつあります。 
今後、建築物に求められる性能（特に建築環境性能）が更に高度化・多様化することが予想されますが、
これに伴い、要求された性能が確実に達成されていることをトレースして検証するプロセスの重要性が
高まることは間違いありません。アメリカやカナダにおいては、このプロセスは「コミッショニング（発
注者の要求を明確にし、その要求通りに企画・設計、施工、運用されることを検証し、その過程を文章
化するプロセス）」と呼ばれ、既に独立したビジネスとして成立しています。中国においても、その重要
性は認知され、実際の建築物に対してコミッショニングを適用した事例が増えつつあります。我が国に
おいては、コミッショニングは一般的なビジネスとしてはまだ認知されていないものの、NPO 法人建
築設備コミッショニング協会が「建築設備コミッショニングマニュアル」を発刊してコミッショニング
の具体的なプロセスを規定し、少しずつ実建築物へ適用されつつあります。本シンポジウムでは、実際
にコミッショニングを実施している専門家を海外・国内から招き、高い性能が要求される建築物につい
て、どのようにその性能を達成したか（どのように発注者の要求を具体化し、コミッショニング計画を
立案して、機能性能試験を実施したか）を解説していただき、要求された性能を確実に達成するための
建築環境設計・施工プロセスの在り方について議論を行います。 


